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拡を 張 整 備
　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
は

当
初
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
５
４
７
８
万
２
千
円
を
追
加
し
、

40
億
１
６
７
８
万
２
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
補

助
金
４
７
４
５
万
円
（
臨
時
福
祉

給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
シ
ス
テ
ム

整
備
費
）、
基
金
繰
入
金
１
８
２
５
万
５

千
円
の
増
額
等
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
補
助
金

に
関
わ
る
事
業
費
、
選
挙
費
１
５
６
０

万
７
千
円
（
県
知
事
選
・
町
議
選
他
）、

み
～
な
子
ど
も
公
園
一
部
拡
張
に
伴
う

関
連
費
６
７
２
万
７
千
円
、
皆
野
小
学

校
校
舎
軒
天
修
繕
工
事
費
２
６
３
万
４

千
円
の
追
加
・
増
額
補
正
等
で
す
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す

質
疑
「
年
金
加
入
者
情
報
」
が
大
量
流

出
し
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
へ
の
不
安
も
増
大

し
て
い
る
。「
中
止
す
べ
き
」
と
思
う
が

執
行
部
の
考
え
は
。

答
弁
サ
イ
バ
ー
攻
撃
等
に
対
す
る
安
全

性
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
で
、
国

が
し
っ
か
り
検
討
す
る
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
。

質
疑

み
～
な
公
園
内
一
部
敷
地
購
入
費

約
２
６
２
万
円
と
あ
る
が
、
面
積
は
。

周
辺
と
な
じ
む
よ
う
な
芝
生
を
植
え
る

な
ど
の
整
備
を
望
む
が
。

答
弁
購
入
面
積
は
１
２
２
㎡
。
新
た
な

遊
具
等
の
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質
疑

皆
野
小
校
舎
軒
天
修
繕
工
事
に
つ

い
て
、
い
つ
ご
ろ
ど
の
く
ら
い
の
軒
天

が
落
下
し
た
の
か
、
そ
の
原
因
は
何
か
。

ま
た
修
繕
面
積
と
修
繕
工
法
は
。

答
弁
４
月
25
日
土
曜
日
、
廊
下
軒
天
の

約
1/4
畳
の
石
膏
ボ
ー
ド
天
井
板
が
落
下
し

た
。
建
設
し
て
10
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、

風
雨
に
よ
る
劣
化
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。

廊
下
軒
天
部
分
全
体
を
補
修
す
る
予
定
で
、

修
繕
方
法
は
し
っ
か
り
と
対
応
し
た
い
。

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

６
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

平成 27 年第２回定例会（６月９日）で審議された議案 審議結果

平成 27 年度皆野町一般会計補正予算（第 1号） 原案可決

秩父広域市町村圏組合の共同処理する事務の変更及び同組合の規約変更について 原案可決

専決処分の承認を求めることについて（皆野町税条例等の一部を改正する条例） 承 認

専決処分の承認を求めることについて（皆野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承 認

専決処分の承認を求めることについて（平成 26 年度皆野町一般会計補正予算（第８号）） 承 認

 平成 27 年　第 2 回（６月）定例会

平
成
27
年
度 

皆
野
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

承
認
二
号
「
皆
野
町
税

条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」

　
上
位
法
で
あ
る
地
方
税

法
等
の
改
正
に
よ
る
条
例

改
正
の
専
決
処
分
の
承
認

案
件
で
あ
る
。
主
な
改
正

点
は
以
下
の
と
お
り
。

１.	

法
人
税
の
均
等
割
の
緩

和
に
よ
る
減
税

２.	

ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
＊
の
創
設

３.	

個
人
住
民
税
、住
宅
ロ
ー

ン
減
税
の
期
間
延
長

４.	

軽
自
動
車
税
、
四
輪
駆

動
車
等
の
グ
リ
ー
ン
化

特
例

５.	

軽
自
動
車
税
等
の
税
率

ア
ッ
プ
の
１
年
間
の
延

期

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
手
軽

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
軽
自
動
車
税
や
バ

イ
ク
の
税
率
が
１
年
間
据

え
置
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、

町
税
務
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
27
年
第
２
回
皆
野
町
議
会
定
例
会
は
６
月
９
日
に
開
催
さ
れ
、
平
成
27

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
町
長
提
出
議
案
５
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、
６
名
の
議
員
が
登
壇
し
活
発
な
議
論
を
行
い

ま
し
た
。

み〜な子ども公園み〜な子ども公園

第
14
号
（
平
成
27
年
６
月
定
例
会
）
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町
長
提
出
議
案
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成
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８
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発
行
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小こ
す
ぎ
し
ゅ
う
い
ち

杉
修
一 

議
員
が
問
う

中
期
的
計
画
で
町
道
の
改
良
を
進
め
て

下
田
野
橋
と
そ
の
前
後
の
改

良
工
事
が
５
年
が
か
り
で
完

成
し
、
大
変
い
い
感
じ
で
す
。
同
様

に
中
期
的
計
画
で
町
道
皆
野
４
号
線

（
上
の
台
区
）
と
町
道
国
神
１
号
線
の

国
神
側
の
改
良
工
事
に
、
気
合
い
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

両
道
と
も
大
変
重
要
な
道
路

で
、
交
通
量
が
多
く
狭
い
状

況
を
承
知
し
て
い
ま
す
。
国
神
１
号

線
の
一
部
は
今
年
度
測
量
設
計
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
順
次
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

焼
肉
味
寿
々
さ
ん
前
の
大
浜

新
道
入
口
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

が
改
修
さ
れ
、
車
が
と
て
も
曲
が
り

に
く
く
な
り
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う

な
目
的
が
あ
る
の
で
す
か
。

以
前
か
ら
通
学
路
の
危
険
箇

所
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
の
４
月
か
ら
目
の
不
自
由
な
教
職

員
が
皆
野
中
学
校
に
徒
歩
で
通
う
こ

と
に
な
り
、
歩
行
者
の
安
全
を
最
優

先
に
し
た
対
策
で
す
。

先
日
放
映
さ
れ
た
テ
レ
ビ
東

京
の
秩
父
往
還
を
め
ぐ
る
番

組
で
、
他
の
町
で
は
名
物
的
な
お
店

が
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
に
、
当
町
で

は
そ
の
よ
う
な
紹
介
が
な
く
て
残
念

で
し
た
。
そ
こ
で
町
長
は
皆
野
町
の

名
物
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

秩
父
市
は
み
そ
ポ
テ
ト
、
小

鹿
野
は
わ
ら
じ
カ
ツ
、
長
瀞

は
そ
ば
が
有
名
で
す
が
、
皆
野
町
は

み
そ
・
椎
茸
・
ウ
ナ
ギ
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

親
鼻
に
は
秩
父
市
の
も
の
よ

り
お
い
し
い
み
そ
ポ
テ
ト
が

あ
り
、
近
ご
ろ
は
道
の
駅
で
大
変
評

判
で
す
。
ぜ
ひ「
皆
野
の
み
そ
ポ
テ
ト
」

と
し
て
、
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、「
み
～
な
干
し
芋
」
も
名
物

に
す
る
べ
く
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い

が
。

分
か
り
ま
し
た
。

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

三
沢
小
学
校
の
生
徒
数
が
40

を
切
る
一
方
、
国
神
小
学
校

は
プ
ー
ル
等
の
施
設
面
で
の
不
安
が

出
て
き
て
い
る
。
こ
の
際
三
沢
小
学

校
の
統
合
だ
け
で
な
く
、
小
学
校
の

1
校
統
合
を
考
え
る
時
期
に
来
た
と

思
う
が
、
町
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

三
沢
小
の
統
合
に
つ
い
て
は

問
題
と
な
る
足
（
交
通
手
段
）

に
つ
い
て
、
幅
広
く
意
見
を
聞
い
て

決
め
て
い
く
こ
と
で
、
迅
速
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。
小
学
校
の
統
合
に

つ
い
て
は
以
前
、
統
合
問
題
を
諮
問

し
た
と
き
、
荒
川
を
挟
ん
で
皆
野
・

国
神
の
２
校
と
い
う
答
申
が
出
て
お

り
、
そ
れ
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

【
要
望
】
三
沢
小
の
統
合
に
当
た
っ
て

は
、
単
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
い
う
用

途
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
足
と
し
て

の
利
用
等
を
含
め
て
、
幅
広
く
意
見

を
聞
い
て
進
め
て
い
く
こ
と
を
、
小

学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
「
と
り
あ

林は
や
し　

豊ゆ
た
か  

議
員
が
問
う

幅
広
く
意
見
を
く
み
上
げ
て　
　

え
ず
２
校
、ゆ
く
ゆ
く
は
１
校
」
だ
っ

た
は
ず
。
以
前
と
は
状
況
も
変
わ
っ

て
き
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
改

め
て
「
統
合
問
題
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
て
、
多
く
の
町
民
の
声
を
聞

く
こ
と
」
を
要
望
す
る
。

秩
父
音
頭
で
健
康
体
操
を

各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ

ア
を
凝
ら
し
て
健
康
体
操
を

つ
く
っ
て
い
る
。
秩
父
地
域
で
も
茶
ト

レ
が
あ
る
が
、い
ま
い
ち
の
り
が
悪
い
。

こ
の
際
、
秩
父
音
頭
を
使
っ
た
健
康

体
操
を
、
家
元
に
依
頼
し
て
つ
く
っ
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

茶
ト
レ
の
普
及
に
努
め
て
は

い
る
が
、
ア
イ
デ
ア
と
し
て

お
も
し
ろ
い
の
で
、
検
討
課
題
と
し

て
お
き
た
い
。
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町
長
提
出
議
案

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

６
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

消
防
団
再
編
整
備
の
中
で
、

本
年
度
の
４
分
団
詰
所
の
仕

様
・
構
造
、
そ
し
て
車
両
計
画
は
ど

う
か
。
ま
た
１
分
団
２
部
の
車
両
仕

様
と
、
来
年
度
の
２
分
団
の
車
両
購

入
予
定
は
ど
う
か
。

　

４
分
団
積
載
車
廃
車
に
伴
う
消
防

ポ
ン
プ
は
、
地
域
防
災
組
織
に
払
い

下
げ
で
き
る
か
。

４
分
団
詰
所
は
鉄
骨
平
屋
建

て
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

機
能
を
持
つ
施
設
。
車
両
は
四
輪
駆

動
積
載
車
１
台
、
四
輪
駆
動
軽
自
動

車
１
台
を
予
定
。
１
分
団
２
部
の
車

両
は
普
通
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
２

分
団
車
両
は
水
槽
車
と
四
輪
駆
動
積

載
車
を
予
定
。
消
防
ポ
ン
プ
払
い
下

げ
は
活
用
で
き
る
よ
う
考
え
た
い
。

消
防
団
Ｏ
Ｂ
隊
の
活
動
に
つ
い
て

町
内
在
勤
の
団
員
は
極
め
て

少
な
く
、
団
員
の
就
労
場
所

も
遠
方
と
、
日
中
時
の
火
災
で
は
町

民
も
大
変
心
配
し
て
い
る
。
解
決
策

と
し
て
Ｏ
Ｂ
隊
の
活
動
が
必
要
と
考

え
る
が
Ｏ
Ｂ
隊
の
目
的
は
、
火
災
・

水
害
・
そ
の
他
の
災
害
に
対
し
、
消

防
団
活
動
を
支
援
し
、
被
害
の
拡
大

を
防
止
す
る
こ
と
。
業
務
内
容
は
団

の
後
方
支
援
な
た
め
、
火
災
現
場
に

お
い
て
、
直
接
手
が
出
せ
な
い
状
況

に
あ
る
。
こ
の
状
況
は
大
変
心
配
で
、

Ｏ
Ｂ
隊
運
用
規
定
を
見
直
す
時
期
に

あ
る
と
思
う
が
、
町
の
考
え
方
を
伺

い
た
い
。Ｏ

Ｂ
隊
運
用
規
定
は
８
年
経

過
し
て
い
る
。
Ｏ
Ｂ
隊
の
活

動
に
は
、
け
が
・
事
故
等
も
考
え
ら

れ
、
災
害
補
償
関
係
も
発
生
す
る
。

い
ろ
い
ろ
意
見
を
洗
い
出
し
、
検
証

を
し
た
い
。

若わ
か
ば
や
し
み
つ
お

林
光
雄
議
員
が
問
う

安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
に
つ
い
て

学
校
図
書
館
の
学
校
司
書
配
置
に
つ
い
て

常つ
ね
や
ま
と
も
こ

山
知
子
議
員
が
問
う

学
校
図
書
館
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
司
書

の
位
置
づ
け
が
さ
れ
、「
学
校
図
書
館

の
職
務
に
従
事
す
る
職
員
（
学
校
司

書
）
を
置
く
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
基
づ
き
、
町
の
小
・
中
学

校
の
学
校
図
書
館
に
学
校
司
書
を
配

置
す
る
町
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

学
校
司
書
を
採
用
で
き
れ
ば

理
想
的
で
す
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
全
体
の
予
算
を
考
慮
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

先
生
方
は
担
任
を
持
ち
な
が

ら
で
、
な
か
な
か
図
書
館
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
専
門
的

に
図
書
館
に
従
事
す
る
人
が
い
た
ら
、

と
い
う
声
で
す
。

先
生
方
は
本
当
に
忙
し
い
。

図
書
館
も
大
事
だ
が
、
司
書

の
採
用
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

学
校
図
書
館
図
書
整
備
５
ヵ

年
計
画
に
基
づ
く
地
方
交
付

税
措
置
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
町
が

予
算
化
し
て
い
る
の
は
、
図
書
購
入

費
だ
け
で
す
。
特
に
図
書
館
担
当
職

員
の
配
置
に
は
、
国
は
単
年
度

１
５
０
億
円
の
交
付
税
措
置
を
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
の
小
学
校

で
約
９
８
０
０
人
、
中
学
校
で
約

４
５
０
０
人
の
司
書
を
配
置
で
き
ま

す
。
交
付
税
を
予
算
化
し
、子
供
た
ち
、

先
生
方
の
た
め
に
使
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

今
後
、
検
討
・
研
究
し
て
い

き
た
い
。

【
要
望
】
ぜ
ひ
、
前
向
き
に
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
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新あ

ら

い

や

す

お

井
康
夫 

議
員
が
問
う

三
沢
小
の
生
徒
数
は
、
現
在

38
名
と
減
少
傾
向
に
あ
り
、

統
合
を
検
討
す
べ
き
。
統
合
の
判
断

基
準
と
住
民
の
意
見
は
。

文
科
省
か
ら
、
今
年
１
月
公

立
学
校
統
廃
合
の
基
準
が
示

さ
れ
た
（
詳
細
説
明
あ
り
）。
保
護
者・

住
民
の
意
見
を
公
式
に
は
聞
い
て
い

な
い
。

平
成
12
年
に
、
既
に
当
時
の

教
育
長
か
ら
「
皆
野
小
と
の

統
合
計
画
」
の
答
申
が
出
て
い
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、
計
画
的
統

合
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
住
民
の
意
見

を
聞
い
て
、
計
画
的
に
進
め

た
い
。

お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

今
年
度
か
ら
町
内
全
域
が
対

象
地
域
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

民
生
委
員
か
ら
対
象
者
へ
の
説
明
に

温
度
差
が
あ
る
。
再
度
Ｐ
Ｒ
と
説
明

を
す
べ
き
。

町
の
重
点
施
策
の
１
つ
で
あ

り
、
再
度
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
た
い
。

有
害
鳥
獣
の
対
策
に
つ
い
て

各
地
で
有
害
鳥
獣
の
被
害
が

深
刻
化
し
て
い
る
。
特
に
イ

ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
、
農
作
物
被
害

の
ほ
か
に
、
人
へ
の
危
害
も
心
配
さ

れ
る
。
町
と
し
て
捕
獲
体
制
の
強
化

等
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
す
べ
き
。

捕
獲
体
制
に
つ
い
て
は
、
猟

友
会
と
協
議
し
、
効
果
的
な

対
応
を
図
り
ま
す
。

内う
ち
か
い
か
つ
お

海
勝
男 

議
員
が
問
う

安
倍
政
権
は
、
２
０
１
４
年

12
月
末
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
閣
議
決

定
し
、
各
自
治
体
に
は
、
今
年
度
中

に
「
地
方
版
総
合
戦
略
策
定
」
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
方
が
「
消
滅
可
能
性

自
治
体
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
衰
退

状
況
に
至
っ
た
要
因
に
は
触
れ
ず
、

他
方
で
は
、
農
林
水
産
業
を
は
じ
め

「
国
の
姿
」
を
大
き
く
変
え
る
と
言
わ

れ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
な
ど
、
矛
盾

し
た
政
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
で
、

　

①
皆
野
町
と
し
て
の
基
本
的
な
戦

略
に
つ
い
て

　

②
町
の
総
合
振
興
計
画
と
の
関
連

に
つ
い
て①

に
つ
い
て
、
潤
い
の
あ
る

豊
か
な
生
活
を
安
心
し
て
営

む
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
形
成
に

向
け
、
魅
力
あ
る
就
業
機
会
の
創
出

を
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、
仕
事

づ
く
り
・
人
の
流
れ
・
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
・
町
づ
く
り
に
関
す
る
施
策

を
戦
略
と
位
置
づ
け
、
人
口
減
少
に

歯
ど
め
を
か
け
、
将
来
に
わ
た
っ
て

活
力
あ
る
皆
野
町
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
す
。

　

②
に
つ
い
て
、
地
方
版
総
合
戦
略

に
お
い
て
は
、
数
値
目
標
や
重
要
業

績
評
価
指
標
の
設
定
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
総
合
振
興
計
画
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
義
務
づ
け
は
な
い
。

国
と
し
て
、
原
則
別
々
に
作
成
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

【
要
望
】
地
方
が
現
状
に
至
っ
た
政
治

的
・
経
済
的
背
景
や
要
因
を
明
ら
か

に
し
、
こ
の
地
域
で
働
き
・
生
き
、

そ
し
て
、
こ
の
自
然
環
境
や
国
土
を

守
り
、
地
方
が
生
き
延
び
ら
れ
る
そ

う
し
た
「
皆
野
版
総
合
戦
略
」
に
す

る
こ
と
を
切
に
要
望
し
た
い
。

三
沢
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

皆
野
町
総
合
戦
略
策
定
事
業
に
つ
い
て



　

第
14
号
（
平
成
27
年
６
月
定
例
会
）

6

み〜な

6

平成 26 年度工事実施箇所を視察
産業建設常任委員会

委員長  大澤　金作
　平成26年度事業は、建設課51件・産業観光課６件で、
それぞれが計画どおり完成していることを確認し、狭隘な
道路の解消や舗装工事等が順調に進んでいることを確認
しました。
　中でも、町道三沢91号線の道路改良工事の橋梁部は、
秩父管内で初めてとなるコンスパン工法を取り入れた、自
然の景観を活かした
工法で、コストの削
減も図るものでした。
　また、下田野橋の
完成により、交通の
安全と快適性が図ら
れました。旧下田野
橋を歩道として活用
することで、歩行者の安全も確保することができました。
引き続き改良が進むことを要望しました。
　林道浦山線は、長年の構想であった上武基幹林道への
接続ができましたが、今年度の工事が完了した後に供用
開始となります。
　今後も現場での安全確保を確実に行い、現場の状況に
合わせたよりよい工法を取り入れるなど、効率性を重視
するとともに、精度の高い快適な空間づくりを期待します。

議会事務局へ
　　ファックス
　　　　　または

　　メールにて

gikai@town.minano.saitama.jp
0494-62-2791

平
成

27
年

６
月

定
例

会
2015年

８
月

1日
発

行

発行：埼玉県皆野町議会
編集：議会だより編集委員会
TEL 0494-62-1467　Fax 0494-62-2791
gikai@town.minano.saitama.jp
〒 369-1492　埼玉県秩父郡皆野町大字皆野 1420-1
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メール

傍聴、お待ちしています

　委員長 常山知子　副委員長 内海勝男
　委　員 林　 豊・新井達男・大澤金作・小杉修一

議会だより編集委員会 「私たちが編集しています！」

第
14号

編集後記（編集委員が輪番で書いています）
　暑中お見舞い申し上げます。各地で夏祭りが行われる時節
であります。
　親鼻でも「お祇園・八坂祭」が行われましたが、昨年から
山車とお神輿が皆野病院に出かけていきます。看護師さんや
職員の皆さんが手伝って、入院されている方たちが車椅子で
玄関前に出て来てくれます。
　「ドンドコ、ドンドコ」「ワッショイ、ワッショイ」。こぼ
れる笑顔。やがてお神輿は拍手と涙で見送られて伝統の「夜
のお川瀬」に向かいました（かがり火のもと、夜の荒川の急
流を渡ります）。
　「鳥も渡るかあの山越えて～」。秩父音頭まつりももうすぐ
です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小杉　修一）

常任委員会からの報告

９月中旬頃に

 開催される予定です。

学校訪問視察報告
総務教育厚生常任委員会

委員長  林　豊
　例年の町内学校訪問を皆小の事故を受け、6月30日に
実施しました。皆中・国小・給食センター・皆小・三沢小
の５ヵ所。
　「皆小パネル落下事故」は今議会、補正予算の質疑から
明らかになりました。落下した場所にはアーチ状のひさし
があって、当たってから地面に落ちたとのこと。直接でな
くても落下したものが当たれば危険です。今回の視察で
一通り見たところ、発生場所以外にも同様の形態、部材
を使っているところもあるようです。当面の修繕はもちろ
んであるが、施工業者・設計者にも加わってもらい徹底的
な原因調査をし、今後の対策をつくっていくべきです。
　さて、今回の事故の報告は、議会にも当委員会にもあ
りませんでした。こういうことは隠すのではなく、議会等
にもしかるべく、報告をするべきと強く要望します。
　「給食」…今年４月より値上げして、金額的には近隣町
村と並びました。さて、その内容ですが、昨年よりも多少
改善された気がしますが、
1月に視察した静岡県牧
之原市を知っているだけ
に、各委員の感想も厳し
かったです。さらなる改
善を期待したい。

コンスパン工法による橋梁


